
令
和
二
年
三
月
二
十
七
日（
金
曜
日
）

午
後
一
時
六
分
開
会

委
員
の
異
動

三
月
二
十
六
日

辞
任

補
欠
選
任

小
野
田
紀
美
君

末
松

信
介
君

三
月
二
十
七
日

辞
任

補
欠
選
任

金
子
原
二
郎
君

高
橋
は
る
み
君

出
席
者
は
左
の
と
お
り
。

委
員
長

田
名
部
匡
代
君

理

事

朝
日
健
太
郎
君

酒
井

庸
行
君

舟
山

康
江
君

伊
藤

孝
江
君

武
田

良
介
君

委

員

足
立

敏
之
君

青
木

一
彦
君

岩
本

剛
人
君

清
水

真
人
君

末
松

信
介
君

高
橋
は
る
み
君

鶴
保

庸
介
君

豊
田

俊
郎
君

和
田

政
宗
君

小
沢

雅
仁
君

長
浜

博
行
君

野
田

国
義
君

浜
口

誠
君

森
屋

隆
君

里
見

隆
治
君

宮
崎

勝
君

室
井

邦
彦
君

木
村

英
子
君

上
田

清
司
君

国
務
大
臣

国
土
交
通
大
臣

赤
羽

一
嘉
君

副
大
臣

国
土
交
通
副
大
臣

御
法
川
信
英
君

大
臣
政
務
官国

土
交
通
大
臣
政

務
官

佐
々
木

紀
君

事
務
局
側

常
任
委
員
会
専
門

員

林

浩
之
君

本
日
の
会
議
に
付
し
た
案
件

〇
土
地
基
本
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案（
内
閣
提

出
、
衆
議
院
送
付
）

○
委
員
長（
田
名
部
匡
代
君
）

た
だ
い
ま
か
ら
国
土
交
通

委
員
会
を
開
会
い
た
し
ま
す
。

委
員
の
異
動
に
つ
い
て
御
報
告
い
た
し
ま
す
。

昨
日
、
小
野
田
紀
美
さ
ん
が
委
員
を
辞
任
さ
れ
、
そ
の

補
欠
と
し
て
末
松
信
介
さ
ん
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
本
日
、
金
子
原
二
郎
さ
ん
が
委
員
を
辞
任
さ

れ
、
そ
の
補
欠
と
し
て
高
橋
は
る
み
さ
ん
が
選
任
さ
れ
ま

し
た
。

○
委
員
長（
田
名
部
匡
代
君
）

土
地
基
本
法
等
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
案
を
議
題
と
い
た
し
ま
す
。

本
案
に
対
す
る
質
疑
は
既
に
終
局
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
こ
れ
よ
り
討
論
に
入
り
ま
す
。

御
意
見
の
あ
る
方
は
賛
否
を
明
ら
か
に
し
て
お
述
べ
願

い
ま
す
。

○
武
田
良
介
君

私
は
、
日
本
共
産
党
を
代
表
し
て
、
土

地
基
本
法
等
改
正
案
に
対
し
、
反
対
の
討
論
を
行
い
ま

す
。本

法
案
が
災
害
の
予
防
と
対
策
を
法
の
目
的
に
明
示
し

た
こ
と
や
土
地
の
管
理
を
位
置
付
け
た
こ
と
、
所
有
者
不

明
土
地
の
発
生
抑
制
、
解
消
の
た
め
の
筆
界
の
特
定
や
手

続
の
簡
素
化
、
地
籍
調
査
の
迅
速
化
、
円
滑
化
な
ど
は
重

要
な
改
善
で
す
。
し
か
し
、
以
下
の
点
で
問
題
が
あ
り
、

賛
成
で
き
ま
せ
ん
。

第
一
は
、
法
案
が
住
民
へ
の
悪
影
響
を
及
ぼ
す
ホ
テ
ル

建
設
や
再
開
発
事
業
な
ど
を
一
層
後
押
し
し
、
民
間
資
本

の
も
う
け
に
奉
仕
す
る
土
地
政
策
と
な
る
懸
念
が
あ
る
か

ら
で
す
。
地
価
上
昇
の
背
景
に
は
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
当

て
込
ん
だ
ホ
テ
ル
建
設
や
、
生
産
性
が
高
い
と
し
て
オ

フ
ィ
ス
ビ
ル
を
乱
立
す
る
再
開
発
事
業
が
無
秩
序
に
行
わ

れ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
法
案
は
、
こ
う
し
た
弊
害

を
是
正
す
る
ど
こ
ろ
か
、
新
た
に
定
め
た
土
地
の
取
引
の

円
滑
化
は
再
開
発
事
業
推
進
の
更
な
る
後
ろ
盾
に
な
り
か

ね
ま
せ
ん
。
国
や
地
方
自
治
体
は
、
住
民
の
生
活
と
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
破
壊
す
る
市
場
任
せ
の
土
地
政
策
を
改

め
る
べ
き
で
す
。

第
二
は
、
土
地
所
有
者
等
に
国
や
地
方
自
治
体
が
実
施

す
る
土
地
政
策
へ
の
一
般
的
な
協
力
義
務
を
新
た
に
規
定

し
た
こ
と
で
す
。
一
般
の
土
地
所
有
者
に
何
の
限
定
も
な

し
に
協
力
義
務
を
負
わ
せ
る
こ
と
は
、
憲
法
で
保
障
さ
れ

た
土
地
所
有
権
を
過
度
に
制
約
し
か
ね
ず
、
容
認
で
き
ま

せ
ん
。

以
上
、
反
対
討
論
と
し
ま
す
。

○
委
員
長（
田
名
部
匡
代
君
）

他
に
御
意
見
も
な
い
よ
う

で
す
か
ら
、
討
論
は
終
局
し
た
も
の
と
認
め
ま
す
。

こ
れ
よ
り
採
決
に
入
り
ま
す
。

土
地
基
本
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
に
賛
成
の

方
の
挙
手
を
願
い
ま
す
。

〔
賛
成
者
挙
手
〕

○
委
員
長（
田
名
部
匡
代
君
）

多
数
と
認
め
ま
す
。
よ
っ

て
、
本
案
は
多
数
を
も
っ
て
原
案
ど
お
り
可
決
す
べ
き
も

の
と
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
際
、
舟
山
さ
ん
か
ら
発
言
を
求
め
ら
れ
て
お
り
ま

す
の
で
、
こ
れ
を
許
し
ま
す
。
舟
山
康
江
さ
ん
。

○
舟
山
康
江
君

私
は
、
た
だ
い
ま
可
決
さ
れ
ま
し
た
土

地
基
本
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
に
対
し
、
自
由

民
主
党
・
国
民
の
声
、
立
憲
・
国
民
�
新
緑
風
会
・
社

民
、
公
明
党
及
び
日
本
維
新
の
会
の
各
派
共
同
提
案
に
よ

る
附
帯
決
議
案
を
提
出
い
た
し
ま
す
。

案
文
を
朗
読
い
た
し
ま
す
。

土
地
基
本
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
に

対
す
る
附
帯
決
議
（
案
）

政
府
は
、
本
法
の
施
行
に
当
た
り
、
次
の
諸
点
に
つ

い
て
適
切
な
措
置
を
講
じ
、
そ
の
運
用
に
万
全
を
期
す

べ
き
で
あ
る
。

一

新
た
な
土
地
に
つ
い
て
の
基
本
理
念
や
、
土
地
所

有
者
等
の
責
務
等
に
つ
い
て
周
知
徹
底
を
図
る
と
と

も
に
、
あ
わ
せ
て
、
土
地
の
所
有
者
が
、
そ
の
所
有

す
る
土
地
に
関
す
る
登
記
手
続
そ
の
他
の
権
利
関
係

の
明
確
化
及
び
当
該
土
地
の
境
界
の
明
確
化
等
の
責

務
を
果
た
す
こ
と
を
支
援
す
る
た
め
の
措
置
を
講
ず

る
こ
と
。

二

土
地
基
本
法
の
基
本
理
念
に
の
っ
と
り
、
基
本
的

施
策
の
実
現
等
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
適
正
な
土
地
の

利
用
及
び
管
理
を
確
保
す
る
た
め
の
施
策
に
つ
い
て

は
、
財
産
権
を
不
当
に
侵
害
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う

十
分
に
配
慮
し
つ
つ
、
土
地
の
有
効
利
用
の
誘
導
、

防
災
・
減
災
、
地
域
へ
の
外
部
不
経
済
の
発
生
防
止

及
び
解
消
等
に
向
け
、
土
地
基
本
方
針
の
策
定
を
通

じ
た
関
係
省
庁
の
緊
密
な
連
携
の
下
、
総
合
的
に
進

め
る
こ
と
。

三

放
置
さ
れ
て
い
く
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
土
地
の
管

理
に
つ
い
て
、
地
域
に
お
け
る
土
地
に
関
す
る
現
状

（
第

十

部
）

（
九
一
）

第
二
百
一
回

国

会

参
議
院
国
土
交
通
委
員
会
会
議
録
第
七
号

第
十
部

国
土
交
通
委
員
会
会
議
録
第
七
号

令
和
二
年
三
月
二
十
七
日

【
参
議
院
】

一



把
握
及
び
周
辺
環
境
へ
の
悪
影
響
を
抑
制
す
る
た
め

の
対
策
な
ど
地
域
住
民
の
取
組
を
推
進
す
る
た
め
、

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
作
成
等
の
具
体
策
に
つ
い
て
検
討

を
行
う
こ
と
。

四

新
た
に
策
定
す
る
土
地
基
本
方
針
に
基
づ
く
施
策

の
推
進
に
当
た
っ
て
は
、
地
籍
調
査
の
円
滑
化
・
迅

速
化
を
図
る
た
め
新
た
に
導
入
さ
れ
る
手
続
等
に
関

す
る
国
か
ら
の
助
言
、
有
識
者
の
派
遣
、
知
識
・
経

験
を
有
す
る
民
間
事
業
者
の
積
極
的
な
活
用
等
、
地

方
公
共
団
体
へ
の
支
援
や
連
携
協
力
に
努
め
る
こ

と
。

五

土
地
基
本
法
の
改
正
を
踏
ま
え
て
講
じ
ら
れ
る
国

や
地
方
公
共
団
体
に
よ
る
諸
施
策
を
通
じ
て
、
土
地

の
利
活
用
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
土
地
の
管
理
不
全
化

の
防
止
、
所
有
者
不
明
土
地
の
発
生
の
抑
制
・
解
消

に
向
け
た
取
組
を
関
係
府
省
が
一
体
と
な
っ
て
行
う

こ
と
。
そ
の
際
、
相
続
登
記
の
申
請
の
義
務
化
や
土

地
の
所
有
権
放
棄
を
認
め
る
制
度
等
の
創
設
に
向
け

て
の
検
討
を
一
層
推
進
す
る
こ
と
。

六

空
き
地
・
空
き
家
へ
の
対
策
を
推
進
す
る
た
め
、

空
き
地
等
に
関
す
る
条
例
や
空
家
等
対
策
の
推
進
に

関
す
る
特
別
措
置
法
等
に
基
づ
い
た
地
方
公
共
団
体

等
の
取
組
を
引
き
続
き
支
援
す
る
と
と
も
に
、
管
理

不
全
の
土
地
の
解
消
等
に
関
連
し
た
実
効
性
の
あ
る

制
度
の
確
立
に
向
け
た
検
討
を
行
う
こ
と
。

七

所
有
者
不
明
土
地
の
利
用
・
管
理
を
推
進
し
、
所

有
者
の
探
索
方
法
の
合
理
化
に
資
す
る
土
地
情
報
基

盤
を
整
備
す
る
た
め
、
不
動
産
登
記
簿
、
森
林
簿
、

農
地
基
本
台
帳
、
固
定
資
産
課
税
台
帳
、
住
民
票
、

戸
籍
等
の
関
連
情
報
の
利
活
用
の
在
り
方
に
つ
い
て

引
き
続
き
検
討
す
る
こ
と
。
そ
の
際
、
個
人
情
報
保

護
に
は
十
分
な
配
慮
を
行
う
こ
と
。

八

土
地
は
、
国
民
の
た
め
の
限
ら
れ
た
資
源
で
あ
る

こ
と
に
鑑
み
、
国
際
化
の
進
展
を
踏
ま
え
、
国
内
外

を
問
わ
ず
土
地
所
有
者
の
所
在
地
を
的
確
に
把
握
で

き
る
よ
う
な
仕
組
み
の
在
り
方
に
つ
い
て
検
討
す
る

こ
と
。

九

我
が
国
に
お
け
る
高
齢
化
や
人
口
減
少
を
踏
ま

え
、
早
期
に
地
籍
調
査
を
完
了
す
る
た
め
、
調
査
手

法
の
見
直
し
を
行
う
と
と
も
に
、
社
会
資
本
整
備
、

防
災
対
策
等
、
よ
り
緊
急
性
の
高
い
地
域
で
の
調
査

が
着
実
に
実
施
さ
れ
る
よ
う
、
優
先
実
施
地
域
の
絞

り
込
み
を
図
り
つ
つ
、
当
該
地
域
で
の
実
施
を
促
進

す
る
た
め
の
仕
組
み
づ
く
り
に
つ
い
て
検
討
を
行
う

こ
と
。

十

災
害
か
ら
の
復
旧
・
復
興
等
に
資
す
る
地
籍
調
査

の
迅
速
化
を
図
る
た
め
、
そ
の
必
要
性
及
び
重
要
性

に
つ
い
て
、
国
民
及
び
地
方
公
共
団
体
に
周
知
す
る

こ
と
。
ま
た
、
地
籍
調
査
の
未
着
手
・
休
止
市
町
村

の
解
消
に
向
け
、
民
間
委
託
制
度
の
活
用
促
進
等
、

体
制
が
十
分
で
な
い
市
町
村
へ
の
き
め
細
や
か
な
支

援
を
行
う
と
と
も
に
、
早
期
に
地
籍
調
査
を
完
了
す

る
た
め
、
新
た
に
策
定
す
る
国
土
調
査
事
業
十
箇
年

計
画
に
基
づ
く
事
業
の
着
実
な
推
進
の
た
め
必
要
と

な
る
予
算
の
確
保
に
努
め
る
こ
と
。

十
一

地
方
公
共
団
体
に
よ
る
筆
界
特
定
の
申
請
に
つ

い
て
は
、
権
利
関
係
の
明
確
化
や
円
滑
な
地
籍
調
査

の
実
施
等
に
資
す
る
こ
と
か
ら
、
地
方
公
共
団
体
に

よ
る
申
請
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、
申
請
代
理
人
や
筆

界
調
査
委
員
な
ど
の
専
門
的
知
識
・
経
験
を
有
す
る

者
の
確
保
も
含
め
、
十
分
な
体
制
及
び
必
要
な
予
算

の
確
保
に
努
め
る
こ
と
。

右
決
議
す
る
。

以
上
で
ご
ざ
い
ま
す
。

何
と
ぞ
委
員
各
位
の
御
賛
同
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

○
委
員
長（
田
名
部
匡
代
君
）

た
だ
い
ま
舟
山
さ
ん
か
ら

提
出
さ
れ
ま
し
た
附
帯
決
議
案
を
議
題
と
し
、
採
決
を
行

い
ま
す
。

本
附
帯
決
議
案
に
賛
成
の
方
の
挙
手
を
願
い
ま
す
。

〔
賛
成
者
挙
手
〕

○
委
員
長（
田
名
部
匡
代
君
）

多
数
と
認
め
ま
す
。
よ
っ

て
、
舟
山
さ
ん
提
出
の
附
帯
決
議
案
は
多
数
を
も
っ
て
本

委
員
会
の
決
議
と
す
る
こ
と
に
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

た
だ
い
ま
の
決
議
に
対
し
、
赤
羽
国
土
交
通
大
臣
か
ら

発
言
を
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
こ
の
際
、
こ
れ
を

許
し
ま
す
。
赤
羽
国
土
交
通
大
臣
。

○
国
務
大
臣（
赤
羽
一
嘉
君
）

土
地
基
本
法
等
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
案
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本
委
員
会
に
お
か

れ
ま
し
て
熱
心
な
御
討
議
を
い
た
だ
き
、
た
だ
い
ま
可
決

さ
れ
ま
し
た
こ
と
に
深
く
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
後
、
本
法
の
施
行
に
当
た
り
、
審
議
中
に
お
け
る
委

員
各
位
の
御
意
見
や
、
た
だ
い
ま
の
附
帯
決
議
に
お
い
て

提
起
さ
れ
ま
し
た
事
項
の
趣
旨
を
十
分
に
尊
重
し
て
ま
い

る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
こ
に
、
委
員
長
を
始
め
理
事
の
皆
様
方
、
ま
た
委
員

の
皆
様
方
の
御
指
導
、
御
協
力
に
対
し
深
く
感
謝
の
意
を

表
し
ま
す
。

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

○
委
員
長（
田
名
部
匡
代
君
）

な
お
、
審
査
報
告
書
の
作

成
に
つ
き
ま
し
て
は
、
こ
れ
を
委
員
長
に
御
一
任
願
い
た

い
と
存
じ
ま
す
が
、
御
異
議
ご
ざ
い
ま
せ
ん
か
。

〔「
異
議
な
し
」と
呼
ぶ
者
あ
り
〕

○
委
員
長（
田
名
部
匡
代
君
）

御
異
議
な
い
と
認
め
、
さ

よ
う
決
定
い
た
し
ま
す
。

本
日
は
こ
れ
に
て
散
会
い
た
し
ま
す
。

午
後
一
時
十
五
分
散
会

令
和
二
年
六
月
五
日
作
成

参
議
院
事
務
局

作
成
者

国
立
印
刷
局

Ａ

第
十
部

国
土
交
通
委
員
会
会
議
録
第
七
号

令
和
二
年
三
月
二
十
七
日

【
参
議
院
】

二


